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2. 強意表現としての toutun N 
まず、強意表現としてのtoutun Nについて春木（2015）をもとに簡単にまとめてお
こう。以下に強意表現としてのtoutun Nの典型的な例をいくつか挙げる。
(1) Pour lui, cette rencontre etait tout un evenement. 
（彼にとって、その出会いは一大事件だった。）
(2) Sa vie, c’est en fait tout unjournal. (Bat・Zeev Shyldkrot) 
（彼の人生は実際、まるで新聞記事になるようなことばかりが起こっている）
(3) Il savait bien que s'il sortait sa camera, de nouveau il lui faudrait lutter avec 
le m6me, icoup sur, il ferait tout un ci1引Jθpourla lui prendre, (..). 
(Joncour, Serge (2013) L'amour sans le faire: 272. J'ai lu.) 
（彼にはよくわかっていた。もしカメラを取り出したら、またこの子と争いにな
り、きっとこの子は彼からカメラを奪うために大騒ぎをするだろう。）
(4) -Depuis quand ? （（酒をやめたと聞いて）「し1つから酒をやめたの。」）
-c’est toute une histoire. （「話せば長くなるよ。」） (L'amour: 119) 
(5) Tout un roman va sもlaborerautour de cette ombre. (Bat・Zeev Shyldkrot) 
（その不安（疑惑）をめぐって一大小説が展開されていくので、あった。）
この構文で用いられる名詞は、 affaire,histoire, evenement, scandale, drameよう
に様々な出来事や事態をひとまとめにして指す名詞が多い。それは数量表現としての


















(6) Le fait qu'aujourd’hui deux Maliens soient respectivement a la tete de la 








3. 1. tout un Nで用いられる名詞
数量表現としての toutun Nとしづ構造は、 touteune classe「クラス全員Jやtoute
une equipe「チーム全員Jのようにメンバーを持つあるまとまりを指す名詞や、 toute
une maison「家全体j、touteune ville「街全体」のようにその指示対象が様々な部分










(7) J’ai mange toute une pomme. （リンゴを丸々一個食べた。）
(8) Il suffit d’une goutte de vin pour rougir tout un Viθ•rre d'eau. (Victor Hugo) 
（コップ一杯の水全体を赤くするには一滴のワインがあれば十分だ。）





(10) J'aimerais que le mur en soit recouvert ; j'ai retouche 1’image pour qu'elle 
soit appliquee sur tout un m ur. 
（私は壁全体がそれで覆われるようにしたい。壁全体を覆えるように私は写真を
調整した。（注：写真をもとに壁紙を作ろうとしている。））





(12) c’est vraiment la victoire de tout un groupe. 
（これは本当にグループ。全体が一丸となって得られて勝利です。）
(13) Il porte les espoirs de tout un pays. （彼は国全体の期待を背負っている。）






















(15) a. J’ai tout，θunθequipe derriere moi. （私にはチーム全体がついている。）
b.J’ai toute l'eq山Pθderrieremoi. 






る。従ってここで話者はToutela famille rayee de la carteと定表現を用いても不自然
ではないが、やはり不定冠詞が用いられれている。
(16) Pourquoi tout，θunθclassθa rate le bac? 
（どうしてクラス全体がパカロレアに失敗したのか。）
(17）”Cette nouvelle m’a completement abattu, c’est monstrueux. Tout，θune 
famille rayee de la carte, on ne s’imagine meme pas que c:;a puisse arriver. 









(18) C'est l'appui de toute une equipθqui permet a des reporters de faire des 







































































点があるとも言える。 touteune classe, toute une equipe, tout un paysなどが例外を
捨象して見なしの全体性で用いられる場合と、強意表現として用いられる場合の違い
はtoutun Nで用いられる名詞の性質にもある。つまり「クラス、チーム、 国 （国民）」
などの場合は一つのまとまりとしての輪郭のある指示対象である。一方、強意表現で









5. 2. c’est tout un N. 
ここで、強意的なニュアンスが強いと考えられる C’esttout un N.という構文につい
て見ておこう。
(21) L’Uruguay, c'est toute une eqw》θeton pense a eux en tant qu’equipe. 
（ウルグアイはまさに一つの（優秀な）チームだ、我々はウルグアイをチームと
して考えている。）














(23) Collaboration artistique et enseignement a Cuba .Tout，θune experience ! 
（キューパで、の芸術的共同作業や教育は、本当に大きな経験で、あった。）



















L’Uruguay, c’est une equipe.「ウルグアイ（チーム）はチームだ」はこのままでは意
味のない不自然な発話だが、 L'Uruguay,c’est toute une equipe.は意味の主体化を経て
「ウルグアイはすばらしいチームだJというカテゴリー化を行なっているのである。
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